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はじめに

Tsukuba Summer Institute for Physical 

Education and Sport (以下， TSI)は留学生の

受け入れ， 日本入学生の海外派遣，グローパ

ル人材としての資質や英語力の向上を目指し

2010 年 7月よりスタートしたものである。第5

1耳目となる TSI2014は， 2014年 7月訪日(金)

から 25El (金)までの 8fヨ!丸本学の体育芸

術学詐棟及び体育施設を中心に実施された。

2013年度より TSIは筑波大学の授業科目と

なり.TSIへの参加は単位としても認定される。

授業科目としては，体育専門学群開設「つくば

サマーインスティチュートJ(1単位)，体育学

専攻開設「つくばサマーインスティトゥートJ(2

単位)，体育センター開設 I[ヨ本の体育・スポー

ツ文化J(1単位).そして「大学院体育 10:日

本の体育・スポーツ文化J(1単位)の4つであり，

所属する大学や学群・学類を向わず， また科自

1 )筑波大学体育系

2 )筑波大学大学院人間総合科学研究科体育学

専攻博:士諜程前期

等履修生の受講が可能である。

TSI2014のスケジュールは，以下の通り

1参照 1)。

(表

CoRP 昨年度と同様， Laboratory ¥Vorkshop. 

(Collaborative Research Planning for Physical 

Education and Sport). SPAC (Sports， Physical 

Activity and Culture in J apan)の3コースの他，

本年度は新たに SportBusiness & Management 

が追加されたo TSI 2012. 2013. 2014と田を

重ねる毎にコースが整備され，プログラムや

担当教員・スタッフも充実してきている様子

が窺える。学部生は SPACとSportBusiness & 

Managementのみ選択可能で、あり，大学院生は

全てのコースが選択可能であった。筆者が担当

した柔道実習は， SPACの 1つである。

TSIのコースや各プログラムが充実していく

中，出来るだけ柔道と他のプログラムに共通す

る部分から入り，最終的には柔道の特徴を知っ

てもらえるようなプログラム作りに習意した。

本報告ではその様子を提示していく。

<TSIWebサイト参照 (h句://www.siitjp/schedule 
html) > 
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2 実習

実習は 2014年 7月23日(水)に実施され

た。711寺50分からスタップミーティングを行い，

各自の役割分担と実習の流れを雑認した。 8時

30分より武道館 1F皆倉産にて学生への柔道衣

貸し出し及び着方についての指導を行い. 8時

50分より 1111寺まで武道館2階柔道場にて実習

を行った。実習に際しては冷房を使用しまた

適宜休憩を設けたため，受講生からケガ及び体

部不良に関する訴えはなかった。

本実習の補助をt_)、下の 4名に依頼した。 4名

はいずれも筑波大学大学院人間総合科学研究科

博士課程前期に所属する大学院生であり，本学

柔道部コーチとして同部の指導や運営に関わっ

ている。 4名には柔道衣や短万の貸し出し実

技指導，デモンストレーション，撮影を依頼し

た。補助員の氏名及び段位は以下の通り。

-市村さやか(人間総合科学研究科 1年次，

講道館柔道女子弐段)

. JII戸湧也(人間総合科学研究科 1年次，講

道館柔道参段)

-武井嘉恵、(人!湾総合科学研究科2年次，講

道館柔道女子参段)

. IJJ本小百合(人間総合科学研究科2年次，

講道館柔道女子参段)

3 受講生

受講生は合計33名で，男性が 18名，女性が

15名であったO 国別にみると日本が 10名と最

も多く，次いで韓国とカナダがそれぞれ5名，

アメリカ，シンガポールが4名， タイが3名，

台湾とブラジルが 1名であった。その中. 1名

の学生が腰の不調を訴えてきたため，見学する

よう指示した。

4 用具

柔道衣を 33着，木製短万を 16本貸し出した。

またデモンストレーション用として模擬万 1本

(体育系教授の藤堂良 !~j氏より借用)と木刀 1

本を準備した。

5 実習内容

実習の流れは以下の通り。

1 導入

整列-ネし

講師j及び報lf!}J員の挨拶・自己結介

本日のテーマと流れ

準備運動

2 講義 間合について

社会生活における間合

武道種呂特有の間合

3 実技嘉納治五郎の投技理論

1)柔術の投技

柔術の間合

小手返と受身

切下に対ーする小手返

突込に対ーする小手返

斜突に対する小手返

休憩 (10分間)

2)柔道の投技

膝車

膝車→膝車

柔道の投技の特徴とその理由

4 演技会

5 柔道投技デモンストレーション

6 整列・礼

フォトセッション

①導入

全員で整列し座礼を行った。筆者と補助員

の自己紹介の後，筆者より本日のテーマにと流

れについて説明がなされた。続いて，受講生を
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i玄11 整列の様子

3列横隊にし準備運動としてステッピングと

ダッシュを行った。受講生に先立ち， )11戸氏が

デモンストレーション行い，筆者の指を指す方

向に向かつて，肢を切る動作やジャンプを行う

ことを例示した。左右()J要きり)，上下(上は

ジャンフ¥下は屈んで、畳をタッチ)，左右上下，

左右(逆反応).上下(逆反応)，左右上下(逆

反応)の合計6セットを行った。

②講義

受講生をホワイトボード前に円座させ，講義

を行った。まず ill¥j合fを考えるための導入と
して，パーソナル・スペース J を例に挙げて説

明した。社会生活における人との距離が及ぼす

心理的影響も iliJJ合Jの一部であり，武道では

2 '-IIU合Jは，相手との空間意識を前提にしなが
らも.千変万化する勝負の状況に対応できる「心

の余持jも含んでおり.その'j:lから相手の動き

を「読みJ.勝負を決める能力を養うことが求

められているのである。[中村民雄 (2007):今.

なぜ武道か一文化と伝統を11lJうー，ベースボー

ル・マガジン社 56参照]

3 パーソナル・スペースは人の付三を中心にした，

直接見ることのできない空間領域であり，その

人と共に持ち運ばれる「携帯用のなわばり jだ

ということができる o ・・ (lj:lll培)・・・他人

と立ち話をしているときに感じる緊張感や気

まずさ，混雑した ~'111Ifやパス，エレベーターの

なかで感じる息苦しさ，地 F街やデパートの雑
踏のなかで感じるいらだたしさ，狭い部屋に大

勢の人といるときの不快感，などなど。いずれ

も，人と空間との好ましくない関係としてとら

えることができる[渋谷昌三 (1996):人と人

との快適距離 ノfーソナル・スペースとは何か.

NHKブ yクス 4参照]

i豆12 講義

これが生死にかかわる重大な要素として捉えら

れてきたことを説明した。 続いて弓道，薙刀，

剣道，柔道，相J業のiilli1象4を印刷した用紙 (A4

サイズ，各 1枚ずつ)を受講生に見せ， i 11¥J合J

が近い種目 )11互にホワイトボードに貼り付けた。

生死を賭けた戦いであればあらゆる手段-方法

が有効で、あるため，多様な i1M]合jが存在する

が，各武道種目では攻撃 .1功例iの方法が限定さ

れているため，それぞれ独自の iII¥J合jを持っ

て安全に競技を楽しめることを説明した。ま

た， YlJ球のダイビングキャッチの絵と )11戸氏に

よるデモンストレーションを示し球技との速

いとして攻撃・防御を関わず，あらゆる状況に

対応できる姿勢やそのための体さばきが武道に

おいて重視されていることを説明した。

③実技

嘉納治五郊の投技理論を女11るために，柔術

の i11:¥J合jと投技の説明を行ったO まず模擬刀

を持った)11戸氏と筆者が対111寺し相手に万を抜

かせないようにする必要性，言い換えれば相手

の手首をflJIJする重要性を説明した。次に，市村

氏と)11戸氏に正座して対111寺してもらい， i小手

返jとその際の受身のデモンストレーションを

行い，受講生にはペアを作り，慣れるまでゆっ

くりした動作で練習するよう指示した。次に，

武井氏と UJ本氏により，お互いに正産して対i持

した状態から短刀を頭上に振り下ろしてくる相

4 (編) [=J本武道館 (2007):日本の武道，ベースボー

ル・マガジン社
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手に対ーする「ノJ¥:子返」のデモンストレーション

を行い，受講生に短刀を配布して練習させた。

次に)11戸氏と1'11村氏により，お互し 1に正座して

対111寺した状態から短万で腹部を突いてくる;jtj手

に対しこれをかわして「小手返jに切り返す

デモンストレーションを行い，慣れてきた者は

立ち姿勢でも実施するよう指示した。最後に武

井氏と山本氏により.立ち姿勢で対111寺した状態

から短刀を逆手に持って首筋を突こうとする相

手をかわして「小手返」に切り返すデモンスト

レーションを行い，受講生になるべく最少の動

きでかわして反撃するよう指示した。

10分間の休憩後，柔道の投技として市村氏

と)11戸氏により IJJ奈車Jのデモンストレーショ

ンを示し受講生に練習させた。次いで.武井

氏と LLJ本氏により「膝車Jを IJJ奈車」で返すデ

モンストレーションを行い，相手が掛けてくる

IJJ奈 ~IIJ の力をキIJFF1 して自分の「膝車J を掛け

るよう指示した。次に，柔道の投技の特徴を柔

術との違いから説明した。手関節を極めながら

相手を投げ倒そうとする「小手返」に対し「膝

l:IIJは相手のバランスだけを崩して投げ倒す安

全な技であり，その前提として柔道の創始者で

ある嘉納治五郎は柔道衣の規格を長袖長ズボン

に統ーしたことを説i珂した。

最後に演技会について説明をおこなった。練

習時間は 10分後，これまで習った技のいずれ

か 1つをペア毎に練習し全てのペアに演技し

てもらうことを説明した。また演技の撮影は自

由なので，各自カメラやスマートフォンがあれ

ば友人に渡して撮影してもらうように勧めたD

④演技会，柔道投技デモンストレーション

10m四方のスペースを演技場とし周囲に

受講生を円座させた。 演技は希望者から順番に

行い，技は習った仁!:tから 1つ，片方が技を掛け

るときは片方が受け身をとり，次は先ほど技を

掛けた方が受け身をとる， というルールを説明

した。全ての演技終了後，武井氏と山本氏によ

る柔道投技のデモンストレーションを行った。

③整安IJ.礼，フォトセッション

最初jの隊形に戻り， レポート課題について説

明した。まとめとして，嘉納治五郎が柔道創始

後も，空手，合気道，そして杖術など様々な 11日j

合Jの武術に触れていたことを例に挙げ.TSI 

においてより多様な日間合jを体験して成長し

てほしいというメッセージを伝え，全員で座ネし

をして実留を終了した。 最後に，全員で嘉納治

五郎の写真の下で整列しフォトセッションを

行った。

1~13 小手返の練習

図4 演技会の様子

図5 投技デモンストレーション
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6 受講生レポート

iDiscuss the difference and common points 

beiween Judo and Kendo by using the word of 

"MAAI"Jという課題に対し， 28 ~l の受講生よ

りJ走出があり，興味深かったものを以下に取り

上げる。

. 1 think the common point is the space 

between two opponents. But "MAAI" in 

Kendo is closer than Judo. The tip on Shinai 

is closer than the space of two J udo players. 

r 111 not quite understand how you mean 
“MAAI" but this is how 1 understand so r 
m sorry if it' s wrong. (タイ)

. MAA1 is timing and distance， J udo is an 

empty hand and Kendo is hold tight a sword 

so J udo is very short distance and Kendo is 

a little distance. Common point of Judo & 

Kendo is so excited sports. 1 experienced 

J udo & Kendo. They are are very excited 

and intensity. 1 like dynamic sports so r 111 
very impressived. (韓国)

. The differences between MAAI in judo and 

kendo are the distance and timing. 1n kendo 

the middle distance at (issoku itto no maai) ， 

but in judo in short distance(chikama). (ブ

ラジル)

-それぞれの武道にはそれぞれの間合いがあ

ることがわかった。柔手I:Jがなぜ柔道にな

り， どんな目的・成果を期待して指導され

てきたのかをもう少し詳しく具体的に説明

した方がよかったのではないか。技を教え

るときにまず、安全性に配慮した指導をすべ

きだったのではないか。柔道を楽しく体!検

してもらうことも大切だが， [=1本が大切に

している柔道の本質を伝えなければ1M]追っ

た形で柔道を理解されてしまう。参加者は

お金を払って TSIに参加しているのだか

ら.柔道に関する情報をしっかりとした形

で説明され，理解する権利がある。剣道に

比べて学べることが少なかったように感じ

た。(日本)

受身の指導や柔道の歴史や教育的意義にはjす

る説I~jが不足しているなど.批判的な意見も寄

せられた。一方， i IT~J 合 j というキーワードに

ついては，数名をi徐きほとんどの受講生が理解

を示していた。

IZI6 全体写真
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7 補助員レビュー

今後の授業改善に向け，今回は補助員にも実

習のレビューを依頼した。紙面の都合仁，ここ

では改善点及び改善に向けた提案についてのみ

lr~ り上げfこ O

-安全両では，今IITIは皆さん受身もある程度

はできており，頭を打つような危険な場面

はなかったのですが，受けは頭を打たない

ようにすること，取りが引き手を離しては

いけないことを早い段階で全体に伝えてあ

れば良かったかな， と思いました0

.受身の指導を入れずに立った所ーから膝車で

投げるのは日本人祁手ですとかなり危i墳の

ように考えています。今回は結果的に事故

無く終われたのですが頭を打っていたり背

仁1=1を強く打っていたりする受講者も多くみ

えました。はじめに受身のレクチャーを少

し入れたり，回転運動を入れて転がる感覚

に訴えるようなウォーミングアップを入れ

てはいかがでしょうか?

-受身の説明を少し増やしたりスマートフォ

ン使用についてルールを決めておくとより

安全になるかとjまいます。

受講生からの指摘と同様，補助員からも受身

の指導の充実を求める声が多かった。スマート

フォンなと撮影を許可する場合の安全管理も

課題として挙げられる。

8 おわりに

今回の実習では I1習合jをキーワードに，社

会生活における人との距離感，様々な武道の異

なる 11M)合J.そして柔道の特徴へと内容を深

めていくよう意識した。プログラムを作ってい

る最ヰiは不安であったが，実際に実習において

人前で、話してみると， 自分のIt1では]つのまと

まりをもって話すことが出来た。英語に関して

は資料Aに頼らず，21時間話通すことが出来たo

TS12012では 16ページに及ぶ英語の台本を用

意しそれを読み一上げる形で行ったo TS12013 

では，資料を自分の側に置き，いつでも見る事

のできる状態にしていた。今回は資料を作ら

ず， ~!IJ に置かず， この 3年間で英語がどの程度

身についたかを試してみた。結果， 211寺rMjは英

語で教えきる力が身についていたことが確認出

来た。

本実習で最も手応えを感じることができたの

が，実習内容や指導法の選択である o TS12013 

において，筆者は相手の力量に関係なく過度に

了寧な受身指導，そして柔道の歴史や教育的意

義に関する講義を挟みつつ投技の指導を行っ

た。しかしながら，体育・スポーツの苦手な学

生ならいざ知らず，受講生は体育・スポーツ専

攻の学生であり体力-集中力共に優れている。

また，柔道の歴史や教育などは書籍やネットか

ら誰でも調べることが可能である。だからこ

そ，本実習では安全な環境で可能な限り実技に

時間を割けるよう，柔道場に専門性の高い補助

員を 4名も配置し過度に段階的な受身指導や

本実習以外で見聞きできる内容を講義しないよ

う配慮した。前回よりも今回，今回よりも次回

がよい実習となるよう，今後も少しずつ工夫し

ていきたい。

最後に， TS1関係者及び補助員の皆様に感謝

を申し上げ，報告を終えたい。
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